
　

　

 

検
討
会
を
設
け
、

休
養
林
内
の

整
備
方
針
か
ら
登
山
歩
道
の
管

理
な
ど
利
活
用
に
関
し
、

検
討

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今

後
、

現

地

踏

査

を

行
っ

て
、

自
然
環
境
へ
の
負
荷
を
軽

減
し
な
が
ら
、

自
然
豊
か
な
屋

久
島
の
森
林
を
島
内
外
か
ら
訪

れ
た
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
、

国
際
森
林
年
を
記
念

し
、

レ
ク
森
で
は
島
内
の
小
学

校
に
自
然
休
養
林
を
利
用
し
た

森

林

教

室

を

提

案

し

た

と

こ

ろ
、

一
〇
月
二
一
日
に
学
校
遠

足
と
併
せ
、

一
湊
小
学
校
の
全

児
童
が
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
を
訪

れ
、

屋
久
島
特
有
の
屋
久
杉
の

森
林
や
植
生
に
つ
い
て
学
び
な

が
ら
休
養
林
内
を
散
策
し
ま
し

た
。

　
生
憎
、

当
日
は
天
候
が
悪
く

九
〇
分
程
度
の
散
策
と
な
り
ま

し
た
が
、

観
光
協
会
の
ガ
イ
ド

さ
ん
方
に
案
内
し
て
も
ら
い
、

休
養
林
内
の
植
物
や
屋
久
杉
の

歴
史
に
つ
い
て
分
か
り
易
く
説

お

知

ら

せ

　
レ
ク
森
で
は
夏
休
み
を
利
用

し
て
、

島
内
の
子
供
達
に
屋
久

島
の
身
近
な
森
林
を
親
し
め
る

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
の
森
を
題

材
に
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
百
十
一
通
の
作
品
は
ど
れ
も

素
敵
で
子
供
の
素
直
な
気
持
ち

が
伝
わ
り
感
動
し
ま
す
。

ヤ
ク

ス
ギ
ラ
ン
ド
の
森
泉
に
一
一
月

二
〇
日
迄
展
示
し
て
い
ま
す
。

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

ヤクシマノギク
（きく科）

た
。

そ
の
後
、

ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン

ド
内
を
案
内
し
、

屋
久
杉
を
古

く
か
ら
活
用
し
て
い
た
歴
史
や

貴
重
な
屋
久
島
の
自
然
環
境
に

つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

議

会
委
員
は
、

屋
久
島
の
自
然
環

境
に
触
れ
深
く
感
銘
を
受
け
た

様
子
で
し
た
。

明
を
受
け
、

児
童
も
楽
し
み
な

が
ら
色
々
な
植
物
を
学
び
、

ま

た
、

遊
び
に
来
た
い
と
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

 
屋
久
島
の
固
有
種
。

標
高
三

〇
〇
～

四
〇
〇
m
付
近
で
、

い

つ
も
湿
っ

て
い
る
花
崗
岩
の
上

な
ど
に
生
育
し
て
い
る
。

高
さ

八
〇
㎝
程
度
で
、

葉
は
長
さ
一

三
㎝
、

幅
七
㎝
ほ
ど
の
長
楕
円

状
披
針
形
で
鋭
尖
頭
。

葉
縁
に

は
八
対
ほ
ど
の
鋸
歯
が
あ
る
。

 
花
期
一
〇
～

一
二
月

屋久島の植物横

浜

市

議

会

視

察

　
横

浜

市

議

会

の

温

暖

化

対

策
･
環
境
創
造
･
資
源
循
環
委

員
会
が
調
査
･
研
究
の
た
め
一

〇
月
二
〇
日
に
屋
久
島
森
林
管

理
署
を
訪
問
し
、
「

屋
久
島
の

森
林
環
境
の
保
全
と
利
用
」

に

つ
い
て
、

調
査
す
る
と
共
に
、

自
然
休
養
林
「

ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン

ド
」

の
視
察
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
会
議
室
で
当
管
内
概

要
や
森
林
環
境
の
保
全
・
管
理

に

関

す

る

説

明

を

行

い

ま

し

※標高1400ｍﾌﾟﾛｯﾄ（湯泊歩道脇）の植生
　標高1400mﾌﾟﾛｯﾄは､湯泊歩道沿いの広葉樹林に設定した｡

付近は烏帽子岳から南に下る尾根上であり､尾根の西側斜面

と南東側斜面とに分けてプロットを設置した｡平均傾斜は

34°､斜面方位はS35°W（南西向き）である｡

［高木層］ﾂｶﾞが優占し、ｽｷﾞ･ｱｶｶﾞｼ･ｼｷﾐ･ﾓﾐ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞなどが

混生する。個体数は少ないが、ﾔﾏｸﾞﾙﾏ･ﾘｮｳﾌﾞ･ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ｻｶｷ

も出現する。

［亜高木層］ｼｷﾐ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞが多く、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ﾊｲﾉｷ･ｵｵﾔｸｼﾏｼｬｸ

ﾅｹﾞ･ﾋﾒﾋｻｶｷ･ｻｶｷなどが見られる。個体数は少ないがﾔﾏｸﾞﾙﾏ･

ｱｾﾋﾞ･ｵﾆｸﾛｷが生育している。

［低木層］ﾊｲﾉｷ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ｼｷﾐが多く、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ｵｵﾔｸｼﾏｼｬｸﾅ

ｹﾞ･ﾋﾒﾋｻｶｷなどが混生する。

［草本層］シカの摂食圧が大きく植被率は低い。樹幹上に

はｵｵｸﾎﾞｼﾀﾞなどが着生する。下層の草本層には、ﾊｲﾉｷ･ｻｸﾗﾂ

ﾂｼﾞ･ｼｷﾐの出現が多く、ﾎｿﾊﾞｺｹｼﾉﾌﾞ･ﾎｺｻﾞｷﾍﾞﾆｼﾀﾞ･ｱｸｼﾊﾞﾓﾄﾞ

ｷ･ｵｵｺﾞｶﾖｳｵｳﾚﾝなども生育している。

［群集および特徴的な出現樹種］ﾂｶﾞ-ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ-ﾊｲﾉｷ群集。

垂直分布上限のｱｶｶﾞｼやﾋｲﾗｷﾞ･ﾋﾒﾋｻｶｷ･ｱｸｼﾊﾞﾓﾄﾞｷなどが特徴

的な樹種である。

自
然
休
養
林
内
森
林
教
室

平成23年11月5日
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屋久島生態系モニタリング 屋
久
島
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
保
護
管
理
協
議
会

屋久島南部の植生垂直分布調査
（平成２０年度調査）

　
屋
久
島
の
国
有
林
内
に
は
昭

和
四
九
年
か
ら
国
民
の
森
と
し

て
二
つ
の
自
然
休
養
林
、

荒
川

地
区

(

通
称
¨
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン

ド

)

と
白
谷
地
区

(

通
称
¨
白

谷
雲
水
峡

)

が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
自
然
休
養
林
と
島

内
三
箇
所
の
風
景
林
（

大
川
の

滝
、

千
尋
の
滝
、

田
代
ヶ

浜
）

の
管
理
は
屋
久
島
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
の
森
保
護
管
理
協
議
会

(

通
称
¨
レ
ク
森

)

が
担
っ

て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
然
休
養
林
で
は
、

気
軽
に

森
林
内
を
散
策
し
て
い
た
だ
く

た
め
、

木
道
等
に
よ
る
整
備
を

行
い
、

近
年
で
は
一
九
万
人
が

訪
れ
る

国

民

憩

い

の

森

林

と

な
っ

て
い
ま
す
。

　
休
養
林
内
に
は
多
く
の
高
樹

齢
の
著
名
屋
久
杉
が
存
在
し
て

い
ま
す
が
、

歩
道
近
く
の
も
の

に
は
、

樹
勢
が
衰
え
始
め
て
い

る
も
の
も
あ
り
、

そ
の
た
め
、

そ
の
回
復
措
置
等
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

昔
か
ら
奥
岳
へ
の
登
山
道
と
し

て

利

用

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

は
、

土

砂

の

流

出

等

で

荒

廃

し
、

手
入
れ
が
必
要
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、

休
養
林
内
の
維

持

管

理

し

て

い

る

レ

ク

森

で

は
、

島
内
の
有
識
者
（

観
光
協

会
ガ
イ
ド
部
会
、

樹
木
医
、

石

積
工
法
熟
練
者
等

)

や
関
係
機

関
（

環
境
省
、

町
、

環
境
文
化

財
団
、

森
林
管
理
署

)

に
よ
る

レ
ク
森
の
整
備
に
関
す
る

検

討

会

の

開

催

検討会による意見交換の様子

署での説明・意見交換の様子

ガイドさんの説明を熱心に聞く児童



バ ス そ の 他 バ ス そ の 他   （７／１６～８／３１）

7 16 土 359 9 46 542 4 104
17 日 279 4 61 516 6 100
18 月 172 5 44 141 2 48
19 火 187 2 65 139 0 59
20 水 105 6 29 166 0 41
21 木 267 4 43 265 4 66
22 金 302 9 52 438 9 78
23 土 444 10 49 398 3 109
24 日 379 9 45 701 10 138
25 月 457 13 63 551 7 105
26 火 46 1 16 112 4 18
27 水 337 13 46 545 4 150
28 木 242 5 52 513 4 136
29 金 539 13 51 569 6 118
30 土 413 12 59 663 4 142
31 日 309 7 62 507 5 122

8 1 月 415 8 61 458 4 140
2 火 304 6 58 546 8 129
3 水 201 4 52 446 5 125
4 木 142 7 21 312 2 93
5 金 341 6 60 477 7 138
6 土 363 9 38 434 7 105
7 日 279 6 68 524 6 121
8 月 386 8 72 540 3 136
9 火 549 12 76 627 6 151
10 水 214 3 71 514 2 134
11 木 340 5 70 501 3 141
12 金 298 4 63 548 3 162
13 土 511 10 107 618 4 166
14 日 234 3 73 511 3 110
15 月 317 6 93 568 2 125
16 火 316 5 86 537 2 150
17 水 228 3 90 561 2 153
18 木 199 2 66 643 4 162
19 金 356 11 63 663 6 134
20 土 265 6 75 619 3 123
21 日 481 9 55 562 4 154 ﾔｸｽｷﾞﾗﾝﾄﾞ 白谷雲水峡
22 月 404 9 62 562 5 114 平成１８年 12,837 19,597
23 火 307 7 63 555 4 129 平成１９年 14,428 20,884
24 水 283 7 72 477 5 131 平成２０年 15,508 24,860
25 木 310 15 51 357 2 111 平成２１年 14,669 24,027
26 金 536 16 49 570 4 122 平成２２年 15,427 22,586
27 土 256 5 65 492 2 135 平成２３年 14,971 22,870
28 日 571 12 42 576 8 150 計 87,840 134,824
29 月 401 10 80 638 7 150
30 火 188 5 35 396 2 125
31 水 139 3 25 272 4 73 １日あたりの入場者数

14,971 344 2,745 22,870 201 5,626 ﾔｸｽｷﾞﾗﾝﾄﾞ 白谷雲水峡

１  ヤクスギランドの調査時間は、午前９時～午後５時の間 平成２２年 335 491
２　白谷雲水峡の調査時間は、午前８時３０分～午後５時の間 平成２３年 319 487

前年比（％） 95% 99%

『洋上アルプスNO.２００号裏面』屋久島森林環境保全センター

入林者数

35,312

日数

日
白 谷 雲 水 峡ヤ ク ス ギ ラ ン ド

37,841
222,664

40,368

入林者数

38,013

夏 休 み 期 間 中 の 自 然 休 養 林 の 利 用 状 況

計

過 去 ６ 年 間 の 夏 休 み 期 間 中 の
入 場 者 数 の 推 移

今年の夏季シ－ズンの屋久島自然休養林の入林者数は下記のとおりです。１日当たり、ヤクスギランドが約319
名で前年比95％、白谷雲水峡が487名で前年比99％といった結果になりました。また、ヤクスギランドではバス（貸
切）での来場が多く、逆に白谷雲水峡ではその他車両が多く、これらのことから団体客はヤクスギランドに、個別客
は白谷雲水峡に訪れる傾向があるようです。

自然休養林別入場者数及び車両数月 曜 車 両 台 数 車 両 台 数

38,696

32,434

合　　計
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